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Outline of Doctoral Thesis 
 
This thesis aims to explore and give definitions to “reception” and “correction”, by 
examining writings on grammar of colloquial Chinese (modern Chinese), LI Jin-xi（黎锦
熙）Xinzhu guoyu wenfa（新著国语文法） (1924), LU Shu-xiang（吕叔湘） Zhongguo wenfa 
yaolüe（(1941-44）（中国文法要略） ,WANG Li（王力）Zhongguo xiandai yufa（中国现
代语法） (1943-44) and Zhongguo yufa lilun（中国语法理论） (1944-45), all published in 
period of Republic of China (1912-49). Main method of this exploration is to compare 
these writings with the original texts of works to which the writers supposed to referred, 
focusing on below 5 points: 
 
1. Is there foreign researches that had big influence before LI Jin-xi 1924? 
2. What was the authority when LI Jin-xi(1924) wrote “ Diagram”? 
3. Did LI Jin-xi(1924) accept the parts of speech taxonomy etc. by Nesfield(1895) as 
asserted in the prior researches? 
4. Did LU Shu-xiang(1941-44) and WANG Li(1943-44,1944-45) accept The Three 
Ranks by Jerpersen? 
5. If LU Shu-xiang (1941-44)and WANG Li(1943-44,1944-45) accepted The Three 
Ranks, is there different way of acceptance between LU Shu-xiang(1941-44) and 
WANG Li(1943-44,1944-45)? 
 
The results of these examinations are following 5 points: 
 
1. There is no book giving influence on the other grammar books in China, and this 
paper supposes that researchers in China researched Chinese grammar 
independently. 
2.”Tujiefa（图解法）” by LI Jin-xi (1924)accepted the Diagram in Higher Lessons in 
English(1877), and LI Jin-xi(1924) made many amendents. 
3. LI Jin-xi(1924) didn’t accept the parts of speech taxonomy by Nesfield(1895). The 
parts of Speech in his writings is just what had been used in China. 
4. Both LU Shu-xiang(1941-44) and WANG Li(1943-44,1944-45) are supposed to have 
accepted Jespersen(1924), for they submitted “Cijishuo（词级说）”, making use of 
The Three Ranks. 
5. While LU Shu-xiang(1941-44) modifited The Three Ranks in consideration of the 
characteristics of Chinese, WANG Li(1943-44,1944-45) modifited The Three Ranks 
in consideration of the characteristics of Chinese and some languages in Europe. 
 
These are the conclusions. Through this thesis we have examined “Grammar researchers before 
1920’,LI Jin-xi (1924), LU Shu-xiang(1941-44) and WANG Li(1943-44,1944-45) , and observed 
they had been "receiving", "imitating" and "giving correction to" each other's theory by their own 










































































 王力はこの中で中国における文法研究について 1898 年から 1935 年を馬建忠、楊樹達、













 呂必松は 1980 年に雑誌『語言教学与研究』に三回に分けて「現代漢語語法学史話」とい
























馬松亭は 1986 年に『漢語語法学史』を著した。全 326 頁からなる著作で、文法学説史の
専著である。該書は戦国時代から『馬氏文通』出版まで、『馬氏文通』から中華人民共和国
成立まで、中華人民共和国成立後の三つの時期に区分をしている。つまり、民国期を一つ















 龔千炎は 1987 年に『中国語法学史稿』を執筆し、1997 年にはその修訂本を刊行した。全
429 頁からなる文法学説史の専著である。該書は日本（1992 年『中国語文法学説史』鳥井
克之訳）と韓国で翻訳出版されている。 
 該書は文法研究の歴史を紀元前 475 年（戦国時代）から 1897 年までを文法研究の生成・


























 邵敬敏は 1990 年に『漢語語法学史稿』、2006 年にその修訂本を著している。中国語文法




















   この期の語法研究を一貫する特色は、西洋文法学に対する強い依存ということであ
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るが、その摂取法の違いから二期に区分される。 
    前期：光緒 24 年（1898）～民国 25 年（1936） 
    後期：民国 25 年（1936）～1949 


































 黎錦熙『新著国語文法』について鳥井克之 2005 は 29 頁にわたって書いている。｢Ⅲ本書
に対する評価｣という節で、本稿でも紹介した先行研究の評価を紹介している。ただし、ネ
スフィールドやダイアグラムについては、鳥井自身は触れていない。 













分する立場とがある。胡附・文鍊 1955、馬松亭 1986 は民国期を一つの時代とする立場であ
る。王力 2006、呂必松 1980、龔千炎 1997、邵敬敏 2006 は民国期を二つに分けている。 
 民国期を二つに分ける立場の先行研究はしばしば模倣というキーワードを用いている。







































                                                        









７ 本稿では 2006 年に復旦大学から出版されたものを利用した。 
８ 『語言教学与研究』1980 年 2 期、3 期、1981 年 1 期。 
９ 該書は 1938 年の『語文週刊』第 15 期に掲載された陳望道の〈談動詞和形容詞的分別〉
から始まった一連の論文をまとめ 1958 年に北京：中華書局から出版された。 
１０ これら四つの時期の名称は鳥井克之 1992 翻訳版によった。 
１１ 邦訳は鳥井克之（1992：58）によった。 
１２ 欧化語法や倒置、挿入句などのことをさす。 
１３ 半田一郎 1958 の翻訳による。 
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第二章 1920 年以前の文法研究－教育界の動向から 
2.1.この章の目的 
 『馬氏文通』が 1904 年に初版が出版され、中国での文法研究は始まった。『馬氏文通』
が出版された後は、1906 年に初版が出版された来裕恂『漢文典』、1907 年に初版が出た章
士釗『中等国文典』、民国期に入ってからは 1912 年に初版がでた戴克敦『国文典』、1915 年
初版の庄慶祥の『文法要略』などが出版されたが、いずれも文言文を扱ったものである。










『教育雑誌』は 1909 年（宣統元年）から 1948 年（民国三十七年）まで刊行された教育
に関する全国性の雑誌である。第二次上海事変の直後 1932 年 1 月から 1934 年 8 月までと、




















「国語組織法」が出版された 1920 年までに、『教育雑誌』では 19 の論考等で「文法」やそ
れに類する事を扱っている。それを表にしたものが次の表 2-1 である。 
 
表 2-1 1920 年までの「文法」を使用した論考目録 
  筆者 論考名 巻数 年 ページ数 
1 
 
（大事記）浙省中學聯合會 03-04 1911 2788-2789 
2 庾冰 言文教授論 04-03 1912 3766-3780 
3 潘樹声 論教授國文當以語言爲標準 04-08 1912 4277-4284 
4 銭基博 中學校國文科教授文法之商榷 08-12 1916 11255-11257 
5 侯鴻鑑 對於小學國文教授研究之鍼砭 08-12 1916 11257-11264 
6 太玄 縱斷式讀法教授 09-11 1917 12762-12775 
7 顧実 比較言語學上國民智育觀 09-12 1917 12862-12873 








（法令）教育部訂定國語統一籌備會規則 11-02 1919 14819-14820 
10 范祥善 綴法教授之根本研究 11-04 1919 15069-15097 
11 葉公夐 教學白話文的研究 11-12 1919 16189-16200 
12 何仲英 白話文教授問題 12-02 1920 16445-16459 
13 洪北平 中等學校與白話文 12-02 1920 16461-16466 
14 范祥善 怎樣教授國語 12-04 1920 16699-16712 
15 何仲英 國語教授與虛字 12-04 1920 16713-16727 
16 洪北平 新文談 12-04 1920 16759-16764 
17 何仲英 國語釋詞 12-08 1920 17163-17180 
18 寒蟾 國語釋詞的商榷 12-12 1920 17695-17702 
19 何仲英 答寒蟾君 12-12 1920 17702-17704 
20 何仲英 水滸傳釋詞 13-06  1921   18385-18407 
21 何仲英 國語分量詞的研究 13-10  1921   18921-18925 






 『教育雑誌』において、「文法」という言葉の初出は 1911 年（宣統三年）第三巻第四期（以
- 17 -
下 3-4 のように示す。）の「大事記」の中でである。この記事によれば、3 月 14 日に浙江省













































































































と虚字を細かく品詞に分類している。その分類を表にしたのが次の表 2-2 である。 
 
表 2-2 范祥善 字性一覧 


















形容字   寒暖 甘苦 
虛字 













と白話の対照をおこなっているところである。それを表にしたのが次の表 2-3 である。 
 
表 2-3 范祥善 文言・白話対照表 











































限りでは范祥善以前、つまり 1919 年以前に白話をこれだけ取り上げた著作は見られない。 
 





























































































































































 前節では 1921 年までに文法について書かれている論考を取り上げた。いくつかの論考で
は「文法」という言葉を「国文」や「国語」教育の中で用いていた。では、「国文」・「国語」
教育における文法の位置づけはどのようになっているのだろうか。次の表は『教育雑誌』




表 2-4 『教育雑誌』の文法に関する論考数の推移 
  
 『教育雑誌』ではこの約 10 年間平均毎年 8 編の「国文」・「国語」に関する論考等が発表
されている。1909 年並びに 1910 年のはじめの二年間は比較的多く論考等が発表されている。
これは識字教育に関する論考等が多いためである。1916 年あたりから再び「国文」・「国語」















































































邵敬敏 1990:6-7、龔千炎 1997:3 は『馬氏文通』が出版された 1898 年から本稿が対象としよ
うとする時期を含む 1930 年代後半までを「中国語文法学草創期」としている。また、邵敬
敏 1990:6-7、龔千炎 1997:3、さらに林玉山 2000:149 は「中国語文法学草創期」の研究の特
徴として西洋文法の模倣という点を上げている。西洋文法を模倣したのであれば、13 の著
作には違いが見られず、記述がほぼ同じものになる可能性がある。 









本稿が対象とする初期白話文法群は次の 13 著作である。 
 
著作一覧４ 
①蔡曉舟 1920.05.《國語組織法》，上海：泰東圖書局。全 101頁 
②陳浚介 1920.08.《白話文文法要綱》，上海：商務印書館。全 73頁 
③馬繼楨 1920.11.《國語典》，上海：泰東圖書局。全 152頁 
④李直 1920.08.《語體文法》，上海：中華書局。全 91頁 
⑤楊樹達 1920.11.《中國語法綱要》，上海：商務印書館。全 78頁 
⑥王應偉 1920.10-1921.08.《實用國語文法》上‧下，上海：商務印書館。 
上編全 194頁，下編全 202頁 
⑦孫俍工 1921.05.《中國語法講義》，上海：亞東圖書館。全 168頁 
⑧爾槑 1921.06.《國語文法講義》，上海：中華書局。全 88頁 
⑨許地山 1921.08.《語體文法大綱》，上海：中華書局。全 80頁 
⑩許慕羲 1921.08.《白話文法指南》，上海：廣益書局。全 95頁 
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⑪黎明 1922.07.《國語文法》，上海：中華書局。全 33頁 
⑫黎錦熙 1924.02.《新著國語文法》，上海：商務印書館。全 437頁 






種類) …蔡曉舟 1920 
(b)名物詞，稱代詞，動詞，區別詞，疏狀詞，助詞，連接詞，感發詞(計八種類) …陳浚介 1920 
(c)名詞，代名詞，動詞，形容詞，副詞，介詞，連詞（接續詞），助詞，感嘆詞（嘆詞，感發
詞）(計九種類) …馬繼楨 1920、李直 1920、楊樹達 1920、王應偉 1920、孫俍工 1921、


























が異なる。陳浚介 1920 は“助詞”を“前置助詞”“句末助詞”“一般助詞”の 3 種類に分類
している。“前置助詞”は“從”“到”“在”などの介詞である。“句末助詞”は“了”“的”
“吧”などで、他の著作でも助詞に分類されるものである。“一般助詞”は構造助詞の“的”
である。陳浚介 1920 は介詞を助詞としたところに特徴がある。 
(c)について見ると、“連詞”を“接續詞”（馬繼楨 1920、王應偉 1920、孫俍工 1921、爾槑
























舟 1920 と同様に陳浚介 1920、王應偉 1920、爾槑 1921、許地山 1921、黎明 1922 も量詞を
形容詞の一種として捉えていた著作である。 











 王應偉 1920 は形容詞の下位分類“數形容詞”で次のように記述している。 
 



































構造を図示した「図表法」９に表 3-1 がある。 
表 3-1(許地山 1921:53) 
被修飾語からでる斜線は“馬”を修飾する連体修飾語をあらわす。形容詞“黑”“大”と
同様に“一匹”を連体修飾語としており、 “一匹”も形容詞と考えていたことがわかる。
以上見た蔡曉舟 1920、陳浚介 1920、王應偉 1920、爾槑 1921、許地山 1921、黎明 1922 はい
ずれも量詞を形容詞の一種と捉えていたと考えられる著作である。次に、名詞の下位分類
として捉えた著作について見ることにする。 






















 楊樹達 1920、孫俍工 1921 は、名詞の下位分類とは記述していないが、数詞と名詞の間に
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とある。楊樹達 1920、孫俍工 1921 の二氏は数字が物質名詞を修飾する際には量を表す名詞
が必要だとしている。しかし、この二氏があげる量詞は“個”などの量詞ではなく、度量
衡である。この点が名詞の下位分類としていた馬繼楨 1920、李直 1920 とは異なる点である。
しかし、馬繼楨 1920、李直 1920、楊樹達 1920、孫俍工 1921 の四氏は名詞と捉えた点で共
通している。 
最後に、名詞の下位分類ではあるが、特別な名称を与えた著作がある。黎錦熙 1924、易




























（イ）形容詞の下位分類として記述：蔡曉舟 1920、陳浚介 1920、王應偉 1920、爾槑 1921、
許地山 1921、黎明 1922 














伊伏啓子 2007、2012 によれば、陳浚介 1920 が使用した「陪半字」、李直 1920 が使用し
た「数量名詞」という語が、19 世紀以前にヨーロッパで出版された中国語の文法書の記述





















陳浚介 1920 は助動詞を「動詞の上に加え動詞の意味を決定するもの。（陳浚介 1920:26）」
と定義し、下記の六種に助動詞を分類している。 
 
‧甲、可能：能，會，可，可以等   ‧乙、希望：要，想，願，打算等 
‧丙、指定：得，肯，要，應該等  ‧丁、使役：教，使，打發 






1990:6-7、龔千炎 1997:3、林玉山 2000:149 はこの時代の研究の特徴として「西洋文法の模倣
という点」を上げている。陳浚介 1920 に関していうと、必ずしも西洋文法のみを模倣した
ようではないようである。 
馬繼楨 1920 は助動詞を副詞の一部と“表決副詞”とした。そして、に 
 
  決定：能、能夠、可、可以、會、必、必定、一定、必須、得、總得、住等 
  趨向：起、來、起來、過來、去、下去、簡直、索性、仍舊、罷、完等 
  否決：反、就、即、還、還是、還要、不、別、何必、非等  （馬繼楨 1920:50-55) 
 
















助動詞の範囲に含めたのは李直 1920 がはじめである。 
 楊樹達 1920 は助動詞を「動詞の働きを助ける語」（楊樹達 1920:31）として、次の 6 種に
分類している。 
 
 可能：可以，能彀，得，會，夠    意志：要，想，願意，肯，敢，屑 





王應偉 1920:34-41 は助動詞を次の四種に分類している。 
 
推量：能，會，能彀，可以，肯，打算，敢，得，要，不可不，不能不等 
否定：沒，沒有    被性：被    時的：來，去，出來，過，著，了等 
 
 ここで、再び否定を表す副詞が助動詞の範囲に含まれている。ただし、陳浚介 1920 や馬
繼楨 1920 と異なる点は王應偉 1920 では“不”を助動詞ではなく、副詞に分類している点
である。王應偉 1920 のいう助動詞の“否定”はアスペクト助詞に分類されるものであり、
厳密には否定を表す副詞は助動詞の範囲には含めていないのである。 
 孫俍工 1921 は“可”“足”“能夠”“會”“應該”“要”“肯”“願意”“敢”“得”(孫俍工 1921:49-50)
という助動詞を、爾槑 1921 は“可”“要”“該”“能彀”“會”“得”“且”(爾槑 1921:27)とい









 後置型：“來”“下去”“住”          （許地山 1921:28） 
 
 許地山 1921 は方向補語や結果補語となる動詞を助動詞の範囲に含めている。 
 許慕羲 1921 は助動詞を次の 8 種に分けている。 
 
  可能性：能，能夠，可以    未定性：會，肯，敢    必然性：必，必定 
  否定性：沒，沒有          當然性：當，應該      將然性：將，將來 




 最後に、黎錦熙 1924 が何を助動詞の範囲に含めたのかを見ることにする。黎錦熙 1924
は助動詞を前置型と後置型１６の二種類に分け、以下のように分類している。 
 
 前置型  可能：可以，不妨，能彀，能，會等    意志：要，想，打算等 
          當然：應該，應當，須要，須得    必然：一定，必定，一準等 
          或然：許，恐怕    被性：被，見，挨    趨向：來，去 












(ⅰ) 助動詞に言及がない：蔡曉舟 1920 
(ⅱ) 副詞の下位分類として分析：馬繼楨 1920 
(ⅲ) 動詞の前に置かれるもののみを助動詞とする：楊樹達 1920、孫俍工 1921、爾槑 1921、
許慕羲 1921、黎明 1922、易作霖 1924 
(ⅳ) 動詞のあとに来るものも助動詞とする：陳浚介 1920、李直 1920、王應偉 1920、許地
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山 1921、黎錦熙 1924 
 
表 3-2 初期白話文法群の助動詞 
 能願１７ 補語 否定 アスペクト 受身 副詞の一部 
陳浚介 
1920 
○ ○ ○ × ○ × 
馬繼楨 
1920 
○ ○ ○ × × ○ 
李直 
1920 
○ ○ × ○ × ○ 
楊樹達 
1920 
○ × × × ○ × 
王應偉 
1920 
○ ○ × ○ ○ × 
孫俍工 
1921 
○ × × × × × 
槑爾  
1921 
○ × × × × × 
許地山 
1921 
○ ○ × × × × 
許慕羲 
1921 
○ × × ○ ○ ○ 
黎明 
1922 
○ × × × × × 
黎錦熙 
1924 
○ ○ × ○ ○ ○ 
易作霖 
1924 
○ × × × × × 
 





















1920 年から 24 年までに出版された初期白話文法群の品詞分類、量詞に関する記述、何を
助動詞に含めるかの三点について考察をした。その結果をまとめたのが表 3-3 である。 
 
表 3-3 品詞分類、量詞、助動詞のグループ分けまとめ 
  ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 
a ○ × × × × × × × × × × × × 
b × ○ × × × × × × × × × × × 
c × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
ｱ × × × × × × × × × ○ × × × 
ｲ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ × ○ × × 
ｳ × × ○ ○ ○ × ○ × × × × × × 
ｴ × × × × × × × × × × × ○ ○ 
ⅰ ○ × × × × × × × × × × × × 
ⅱ × × ○ × × × × × × × × × × 
ⅲ × × × × ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ 

























                                                        
 




















９ 黎錦熙 1924 に見える文法構造を図示する方式は、すでに許地山 1921 で採用されている
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ことがわかる。 






1920 は日本語学の成果を取り入れた可能性があると思われる。山田孝雄 1908:146 によれ
ば、日本語学の中ではじめに「助動詞」という術語を用いたのは大槻文彦である。大槻
文彦 1890、1897 に助動詞として「使役」「受身」「指定」「希望」などの名称があり、陳
浚介 1920 と共通している。しかし、大槻文彦 1890、1897 は「打消」という術語を用い、


















で教員をしたのち、教育部に招聘され 1915 年より北京に活動の場を移す。1916 年に成立し
た国語研究会に参加し、国語統一のために尽力するようになる。1920 年北京高等師範学校
国文系教授に就任。中華人民共和国成立後は中国文字改革協会で普通話の普及に尽力する。
1978 年に亡くなるまでに出版された著作は 89 におよぶ。代表的な著作に本稿で取り上げる
『新著国語文法』（初版 1924）のほか、『新著国語教学法』（初版 1924）、『比較語法』（初版
1933）、『国語運動史綱』（初版 1934）、劉世儒との共著による『漢語語法教材』（上巻初版






黎錦熙 1924 について、その概略を示す。 
 黎錦熙 1924 は下記に記した全二十章からなる。 
 
 第一章 緒論   第十一章 介詞細目 
 第二章 詞類的區分和定義  第十二章 單句的複成分 
 第三章 單句的成分和圖解法 第十三章 附加成分的後附 
 第四章 實體詞的七位  第十四章 包孕複句 
 第五章 主要成分的省略  第十五章 等立複句 
 第六章 名詞細目   第十六章 主從複句 
 第七章 代名詞細目  第十七章 語氣 
 第八章 動詞細目   第十八章 嘆詞 
 第九章 形容詞細目  第十九章 段落篇章和修辭詞法舉例 
































































































に下位の分類を立てている。それらの下位分類をまとめたのが次の表 4-1 である。 
 
表 4-1 「黎錦熙の品詞分類の相関図」 









































































 黎錦煕 1924 では図解法という直線や斜線によって、「国語」すなわち現代中国語の文の
構造を図示する方法を用いている。田村 2009 によれば、図解法を用いているのは黎錦煕 1924
のみでなく、許地山《語體文法大綱》（初版 1921、以下許地山 1921 と略称する）が「図表
法」という名前で同様の方法を用いている（田村 2009：6）。また、楊樹達《中國文法綱要》
(初版 1920、以下楊樹達 1920 と略称する)は「解剖図式」という名前で、爾槑《國語文法講
義》（初版 1921、以下爾槑 1921 と略称する）では特に名称はつけられていないが、文の構
造を表すのに黎錦煕 1924 と同様の方法を用いている。 








 はじめに、図解法の典拠を考察したい。許地山 1921：1 では「図表法は西洋のものを斟
酌し、試作した」とある。楊樹達 1920、爾槑 1921 も許地山 1921 と同様に西洋で流行する
方法であると紹介するにとどまり、具体的な典拠は示されていない。 





 黎錦煕 1924 には図解法の典拠を示したと思われる記述が三カ所でなされている。 
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 （1）「本節は A.Reed 氏らの説を採用した」(黎錦煕 1924：引論 5)。 
（2）「図解法の目的は学ぶものに対し、次の三点をさせるためである。(中略)（Higher 
Lessons in En.P.8.参照のこと）」(黎錦煕 1924:49) 
（3）「二重賓語、英語では The Double Objects(中略)、さらにこの「二重賓語」という名称
は確かに妥当性を欠く（Reed and Rellogg 's Higher Lessons in English P.79 参照）。
我々の図解法はこの意見に従う。」 (黎錦煕 1924:35) 
  
著者名や書名から黎錦煕 1924 の図解法の典拠はアロンゾ・リード（Alonzo Reed）、バー
ナード・ケロッグ（Brainerd Kellogg）の共著による『英語高級教程』（Higher Lessons in English，







とあり、黎錦煕 1924 と、リード・ケロッグ 1877 とはその目的が類似している。（3）は二
重目的語について述べている箇所である。黎錦煕 1924 はリード・ケロッグ 1877 を引用し、
間接賓語は実際には連用修飾語としての役割を果たしていると説明している。黎錦煕 1924
が引用した箇所について、リード・ケロッグ 1877 では He gave me a book.という例をあげ、
me が動詞 gave を修飾する修飾語として同等の働きをしていると述べている（リード・ケロ
ッグ 1877：79-80）８。 
黎錦煕 1924 はリード・ケロッグ 1877 の Diagram を用いて図解法を考えたと思われる。
許地山 1921 らが実際に何を見て図解法を考えたのかは明示されていない９。 
 
4.3.2.図解作成の方法について 
では、リード・ケロッグ 1877、黎錦煕 1924、許地山 1921 など１０の図解の作成手順を比
較対照することによって、黎錦煕 1924 の図解法の特徴を考えてみたい。 
 
4.3.2.1. リード・ケロッグ 1877 における図解作成の方法について 














（9）挿入句は（ ）により示す。（リード・ケロッグ 1877：76） 
（10）冠詞は形容詞と同様に斜線によって示す。（リード・ケロッグ 1877：85） 

















る。rain が主語で is falling が述語、そのほかの The、cold、November が rain を修飾する修飾
語だということが一目でわかる。 
 
（14）Ah! anxious wives, sisters, 









（ 15 ） Your 
writing that letter 









て示す。」とあるように、図 3 では writing という分詞が Z の形に曲げられた線上に置かれ
ている。 
 
4.3.2.2.許地山 1921 における図表法の作成の方法について 
 許地山 1921 が図解の作成方法をどのように説明しているだろうか。許地山 1921 では 49
















































（28）の図解が図 6 である。リード・ケロッグ 1877 は感嘆詞を図解でどのように示すか
は、特に説明をしていない。先の図 2 を見ると‘Ah’という語が主要な線とは別の短い線





場合“She is beautiful .”のように be 動詞が必要である。中国語では図 5 の図解“花很紅。”
（花が赤い。）（許地山 1921：51）のように形容詞が述語となる際に動詞を必要としない。










4.3.2.3.黎錦煕 1924 における図解作成の方法について 
それでは、黎錦煕 1924 がどのように図解の作成方法を説明しているのだろうか。黎錦煕










   ㄅ.まず、主語に付属する連体修飾語を記入する。 
   ㄆ.さらに、賓語(もしくは補足語)に連体修飾語があれば記入をする。 













以上の（29）から（36）までをまとめたものが図 8 である（黎錦煕 1924：27）。黎錦煕
1921：16 には図 8 と同様の図があり、また図解の基本的な記入方法も黎錦煕 1924 と同様に




うのもリード・ケロッグ 1877 や許地山 1921 と同じである。また、（36）の連詞を破線で記
す点と嘆詞を独立させて記す点もリード・ケロッグ 1877、許地山 1921 と共通している。 
許地山 1921 は助詞を括弧でくくることにより示した。黎錦煕 1924：317 をみると、語気
助詞の“的”は括弧でくくられており、許地山 1921 と同じである。また、許地山 1921 は
形容詞と副詞を別個の修飾語として分けて示したが、黎錦煕 1924 も同様である。 
このような共通点に対し、黎錦煕 1924 の（31）（32）の説明はリード・ケロッグ 1877 や














（38）A Christian spirit should be shown 
to Jew or Greek , male or female , friend or 
foe .（リード・ケロッグ 1877：59） 
 

















図 11 は（39）の図解、図 12 は（40）
の図解である。この二語は黎錦煕 1924
によると“把”や“連”によって賓語が




























ここで、リード・ケロッグ 1877、許地山 1921、黎錦煕 1924 の図解作成の方法について













 リード・ケロッグ 1877 許地山 1921 黎錦煕 1924 
1.主語と述語 垂線により分ける 垂線により分ける 垂線により分ける 
2.前置詞 斜線と水平線 斜線と水平線 斜線と水平線 
3.接続詞 破線 破線 破線 
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4.感嘆詞 独立した水平線 独立した水平線 独立した水平線 




挿入句を表す 助詞を表す 助詞を表す 
7.助動詞 なし なし 「：」により表す 
8.目的語の前
置について 
なし なし あり 
9.欧化語法に
ついて 
なし なし あり 
 
1 から 4 までは三氏とも同じである。これらは文の構造を表すのに基本的な要素なので、
リード・ケロッグ 1877 で示された方法を、許地山 1921、黎錦煕 1924 がともに踏襲したと
いうことが考えられる。 
5 について、許地山 1921 と黎錦煕 1924 とでは形容詞などの連体修飾語と副詞などの連用
修飾語を区別している点は共通しているが、黎錦煕は斜線の向きによって性質がわかるよ
うに工夫されている。 
6 は英語と中国語という個別の言語の違いによりリード・ケロッグ 1877 と許地山 1921、
黎錦煕 1924 二氏とで異なるのだと考えられる。 
7 の助動詞は英語にも中国語にも存在するが、図解の上で区別して表したのは黎錦煕 1924
のみである。8、9 は中国語に見られる言語現象であるが、許地山 1921 では取り上げられず、




4.3.3.黎錦煕 1924 の図解の例                  
 次に、黎錦煕 1924 がどのように図解法を使用したのか考察したい。 
図 15 は各著作に用いられた図解の数を示したものである。    




（黎錦煕 1924：自序 1）とあるように、黎錦煕 1924 は実際の教育現場での蓄積の上に書か
れた著作である。学生に対し、様々な文の構造をわかりやすく示すために、図解を用いた。
そのために、他の著作よりも図解の数が多くなったと思われる。 
では、具体的に黎錦煕 1924 が図解をどのように利用したか見ることにしたい１３。 
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図 17 




































リード・ケロッグ 1877 54 例 
楊樹達 1920 10 例 
爾槑 1921 1 例 
許地山 1921 45 例 


























































ド・ケロッグ 1877 は古英語の分析をしていないし、また、許地山 1921 も文言の分析は行
っていない。黎錦煕 1924 は教育現場で使用する目的があり、「国文」つまり文言の授業で
も図解が使用できるように、文言の分析例も挙げたのではないかと考えられる。 













えない。黎錦煕自身は 1959 年の《汉語語法初步教程》、また、1953 年に劉世儒との共著《怎
樣教學中國語法》、同じく劉世儒との共著で 1957 年から 1962 年にかけて出版された《汉
語語法教材》で図解法を使用している。最後に、なぜ図解法が踏襲されなかったのかを考
察したい。そこには図解法の問題点があると考えられるからだ。 
 黎錦煕 1924 は図解法を使用する目的として「図解法を使うことにより、学習者に対し一
目ではっきりと複雑に入り組んだ文や、その文中の節や句、単語の機能と働きを視覚的に


































































































 ではネスフィールドとはどのような人物なのだろうか。Andrew Linn2006:80 は，ネスフィ
ールドをヘンリー・スウィート（Henry Sweet ，1845-1912）と同年代の英国の文法家で，
長年インドで英語教育に従事した人物であり，また彼の最初の著作『英語の文法―過去と






4.4.1.2. ネスフィールドの『英語文法講座』（English Grammar Series）について 
 龔千炎 1997:65 では，黎錦煕が「ネスフィールドの『英語文法講座』（English Grammar Series，
以下 EGS と呼ぶ。）に拠っており」とあった。では，EGS とはどのようなものなのだろう
か。 
 EGS は 1895 年から 1899 年にかけて，ロンドン・マクミラン（Macmillan）社より出版さ
れた英語文法の著作で，全四冊（BookⅣ～Ⅰ）からなる。全四冊の初版の出版年，タイト
ル，ページ数を以下に挙げておく。 
 BookⅣ：初版 1895  『慣用語句、文法及び総説』（Idiom, Grammar , & Synthesi.，全 471
頁） 
- 64 -
 BookⅢ：初版 1896 『慣用語句、文法』（Idiom and Grammar，全 225 頁） 
 BookⅡ：初版 1898 『初歩的な構造分析と構文分析』（Easy Parsing & Analysis，全 95 頁） 















品詞 2～13 2～9，11，12 2～8 2～11 
構文 14～23 10，13，14 9，10  
造語法 24～27 15   
修辞 28～30 16   
 
表 4-2 は 4 冊の書籍がどのような内容で構成されているかを表にしたものである。Book










 ネスフィールドは EGS の他に『英語の文法―過去と現在―』（English Grammar Past and 
Present，以下 EGPP と呼ぶ。）という英語の文法書を執筆している。この本は EGS と同時期








 4.4.2. 黎錦熙 1924 と EGSBookⅣの比較 
4.4.2.1.両者の構成の比較 
 仮に先行研究がいうように，黎錦煕がネスフィールドの EGS を利用したのであれば，両
者の著作の構成や内容が相似ることが想像される。表 4-3 は先の表 4-2 と同じように，それ
ぞれの書籍の各章がどのような内容で主に書かれたかを，黎錦熙 1924 と EGS の中で最も分
量の多い BookⅣとで比較し表にしたものである。 
 
表 4-3 『新著国語文法』と EGSBookⅣの内容比較 
 1924『新著国語文法』 1895 EGSBookⅣ 
品詞 6~11，17，18 2～13 
文成分 7  
構文 12～16 14～23 
造語法  24～27 
修辞 19，20 28～30 
 いずれの著作も「品詞」と「構文」に多くの紙面を割いている点が共通している。その





 書籍の構成を見る限りでは黎錦熙 1924 と EGSBookⅣとでは違いがある。 
 
4.4.2.2. 品詞とその下位分類 
 龔千炎 1997：67 では代名詞と動詞の下位分類が同じであるという点を挙げている。ここ
では，品詞とその下位分類について黎錦煕とネスフィールドの両者を対照し，さらに，黎
錦煕 1924 より前に出版された許慕羲 1921２０と，ネスフィールドと同時代のスウィート 1891
の『新英語文法』（A New English Grammar，以下 NEG と呼ぶ。）とも対照することによって，




られないネスフィールド独自の体系が黎錦熙 1924 にも見られる可能性があるからである。 
 
4.4.3.品詞の分類 




黎錦熙 1924 名詞 代名詞 動詞 形容詞 副詞 介詞   連詞   嘆詞   助詞 
許慕羲 1921 名詞 代名詞 動詞 形容詞 副詞 介詞   連續詞 嘆詞   助詞 
ネスフィールド 1895 名詞 代名詞 動詞 形容詞 副詞 前置詞 接続詞 感嘆詞 
スウィート 1891  名詞 代名詞 動詞 形容詞 副詞 前置詞 接続詞 感嘆詞 























黎錦熙 1924  特有名詞  普通名詞 抽象名詞 
許慕羲 1921  固有名詞  普通名詞  物質名詞  抽象名詞 
ネスフィールド 1895  抽象名詞，具象名詞：普通名詞 固有名詞 集合名詞            
           物質名詞 
スウィート 1891   抽象名詞，具象名詞：普通名詞（類名詞 物質名詞） 固 
          有名詞 
EGSⅢ             抽象名詞，實物名詞，固有名詞，普通名詞  集合名詞 物質名詞 
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黎錦熙 1924  人稱代名詞 指示代名詞 疑問代名詞 聯接代名詞 
許慕羲 1921  人稱代名詞  指示代名詞  疑問代名詞  (聯接的) 
ネスフィールド 1895 人称代名詞 指示代名詞 関係または接続代名詞  
          疑問代名詞 
スウィート 1891   所有代名詞 強調代名詞 再帰所有代名詞 相互代名詞  
                疑問代名詞 関係代名詞 定代名詞 不定代名詞  
         数量代名詞 否定代名詞 数詞 
EGSⅢ  人稱代名詞  指示代名詞  疑問代名詞  關係或接續代名詞 
 
 黎錦熙 1924 の“聯接代名詞”は“打虎的來了”の“打虎的”がこれにあたる。 
















黎錦熙 1924  外動詞 內動詞 同動詞 助動詞 
許慕羲 1921  自動詞  他動詞  同動詞  助動詞 
ネスフィールド 1895 他動詞 自動詞 助動詞 
スウィート 1891    他・自動詞 再帰動詞 相互動詞 非人称動詞 
EGSⅢ  他動詞  自動詞  助動詞 
 
 黎錦熙 1924 の “助動詞”は“可以”“一定”“來”２２）などを例として示している。許





 ネスフィールド 1895 の「自動詞」は“is”などの be 動詞や“seem”などが分類されている。 
 スウィート 1891 の「他動詞・自動詞」は，“strike”“see”“come”“fall”など，「再帰動詞」は
“he contradicts himself.”（彼は彼自身を否定した）という文のような Sweet の代名詞の下位分
類にある再帰所有代名詞を目的語にとる動詞をさし，「相互動詞」は“they fought each other , 










黎錦熙 1924  形狀形容詞 數量形容詞 指示形容詞 疑問形容詞 
許慕羲 1921  形狀形容詞  數量形容詞  指示形容詞  疑問形容詞 
ネスフィールド 1895 固有名詞由来の形容詞 記述形容詞 数量形容詞 数詞 指示形容
詞  配分形容詞 
スウィート 1891    限定形容詞 具体形容詞 縮合形容詞 性質形容詞 
EGSⅢ  固有形容詞  描寫形容詞  分量形容詞  指數形容詞  指示形容詞  分配形容詞 
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 許慕羲 1921 は“善”“紅”などの“形狀形容詞”，“一”“三回”などの“數量形容
詞”，“這”“東”などの“指示形容詞”，“甚”“甚麼”などの“疑問形容詞”に分け
ている。 
 ネスフィールド 1895 の「固有名詞由来の形容詞」は，“The Indian plains”“A Chinese pilgrim”
の“Indian”や“Chinese”で固有名詞が形容詞として使われているもの，「記述形容詞」は，“A 
brave boy”“a sick lion”の“brave”“sick”，「数量形容詞」は“He ate much bread.”（彼はたくさん
のパンを食べた。）“I had none.”（私は何もない。）の“much”“none”，「数詞」（numerals）は
“one”“two”といった数詞や“all”といったものをさし，「指示形容詞」は“an egg”“a cart”などの
“an”“a”を，「配分形容詞」は“The two men had each a gun.”（二人の人がそれぞれ銃を持って
いた。）“Every man had a gun.”（すべての人が銃を持っていた。）という例の“each”“every”な
どをさす。 
 スウィート 1891 の「限定形容詞」は“a big man”“green light”の“big”“green”など，「具体形
容詞」は“the English climate”“a silken thread”の“English”“silken”など，「縮合形容詞」は“office 
for transacting the business of the nation with foreign countries”を要約した“Foreign office”








黎錦熙 1924  時間副詞 地位副詞 形態副詞 數量副詞 否定副詞 疑問 
       副詞 
許慕羲 1921  狀態的副詞  地所的副詞  時間的副詞  數量的副詞  否定的 
       副詞 
ネスフィールド 1895 単純な副詞：時 場所 数 方法、質、状態 量、範囲、程度 肯
定、否定 
          疑問副詞：時 場所 数 方法、質、状態 量、程度 原因、理由  
関係副詞 
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スウィート 1891   場所 時間 量 様態 原因 断定 
EGSⅢ  單純：指時 地方 指數  方法，性質，狀態  數量，範圍或程度  肯定，否定 
        疑問：指時  地方  指數  方法，性質或狀態  數量或程度  原因或原故 
        關係副詞 
 
 黎錦熙 1924 の “疑問副詞”は“好久”“多”などを例としてあげている。これらは動
詞を修飾するので副詞に分類されている。 




「時」，“where”“whence”などの「場所」，“How often did the dog bark ?”（その犬はどのくらい
吠えたの？）に使われている“how often”の「数」，“how”の「方法、質、状態」，“how far”の
「量、程度」，“why”“wherefore”などの「原因、理由」に分類している。「関係」は形の上で
は「疑問副詞」と同じである。ネスフィールドは“This is where we dwell.”（これは私たちの
住むところ。）の“where”は“the place in which”と同じ意味であり，意味の上で副詞と接続詞
の組み合わせたものであり，このようなものを「関係」の副詞としている。 















黎錦熙 1924  時地介詞 原因介詞 方法介詞 領攝（特別）介詞 
許慕羲 1921  統屬的介詞  地所的介詞  時間的介詞  方法的介詞  原因的介詞  趨向的
介詞 比較的介詞  被性的介詞 
ネスフィールド 1895 副詞 句 名詞節 
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スウィート 1891   場所 時間 抽象的なもの 
EGSⅢ  副詞  成語  名詞節 
 
 黎錦熙 1924 介詞の下位分類はいずれもどのような性質の介詞目的語をとるかによってそ
の下位分類をたてている。また，許慕羲 1921 の下位分類も，どのような性質の介詞目的語
をとるかによって分類している。 
 ネスフィールド 1895 では場所や目的といった目的語の性質ではなく，どのような品詞や
句･節が目的語としてとられているのかによって分類をしている。それに対し，スウィート
1891 はどのような性質の目的語をとるかということで分類をたてており，下位分類そのも








①龔千炎 1997 では黎錦熙 1924 の品詞分類はネスフィールド 1895 の分類を取り入れたもの
としているが、同時代のスウィート 1891 も同じ分類法を採用しており、英語の規範文法
の分類法を取り入れた可能性がある。 
②龔千炎 1997 では代名詞と動詞の下位分類が黎錦熙 1924 とネスフィールド 1895 とで同じ
だとしているが、実際には代名詞の下位分類は同じであるが，動詞の下位分類は二者で
異なっている。 










































a.（纳氏第二）《英文法讲义》，赵灼译述。上海 英文研究会 1907.11初版 173页。 
b.（纳氏第三）《英文法讲义》（上·下卷），赵灼译述。上海 英文研究会 1909.3初版 508页。 
c.（改定）《纳氏英文法》（第二册），沈彬编。上海 中华书局 1917.3初版 159页。 
d.《纳氏第一英文法讲义》，纳斯斐尔德(Nesfield)著，赵灼译述。上海 群益书社 1912.8 改订
本 4版 96页。 
e.《纳氏第三英文法讲义》（上，下卷），纳斯斐尔德(Nesfield)著，赵灼译述。 上海 群益书社 
1912.9 订正 3版 2册 765页。 




 a～c は語言文字分冊に，d～f は中小学教材分冊に収録されている２５）。この目録によれば，
清末にはネスフィールドの著作が翻訳されていることが分かる。EGS BookⅣはロンドンで
1895 年に初版が出ているので，初版から 10 年余りで翻訳出版がはじまった。第一から第四
までの出版に多少の開きはあるが，おそくても 1916 年までにネスフィールドの EGS はシリ
ーズの全 4 冊が中国で翻訳され出版されていたことがわかる。また，ネスフィールドの著





 この目録を見る限りでは，同時代のスウィートや先に触れたネスフィールドの EGPP が，
中国で翻訳出版された形跡は見られなかった。 





































                                                        









５「清末民国期の品詞認定に関する一考察」（日本中国語学会第 56 回全国大会，2006 年 10





７ （3）を見ると Rellogg ’s とあるが、これは Kellogg’s の誤りだと思われる。1992 年に出版
された《汉语语法丛书》の《新著国语文法》も Rellogg’s（黎錦煕 1992：36）とあり、修
正されていない。 
８ リード・ケロッグ 1877 の該当箇所を見ると、黎錦煕 1924：35 が引用するように二重目
的語という名称は妥当性を欠くとの指摘があるが、図表そのものを用いて説明はしてい
ない。 
９ 許地山らも黎錦煕とほぼ同時期にリード・ケロッグ 1877 を見て、それぞれ独自に「図解
法」を考案したのか、あるいは彼らに先行する研究が存在するかは不明である。今後の
課題としたい。 
１０ 実際には楊樹達 1920、爾槑 1921 も図解を使用しているが、どちらも用例数が極めて少
ないことから、ここでは採りあげない。 
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１１ 例えば、“They scaled Mount Blanc – a daring feat.”(リード・ケロッグ 1877:76)の“a daring 
feat”は挿入句であり、図解では（a daring feat）のように書かれている。 
１２ ヨーロッパの言語で書かれたものを中国語に翻訳する中で現れた新しい中国語の表現
法を指す。 
１３ 黄婉梅 2008 では「図解法を使用することにより“的”の考察が進んだ」（黄婉梅 2008：258）
と述べている。 
１４ ただし、黎錦煕 1924 と異なり、「量詞」という名称を与えているわけではない。特に名
称をつけず、形容詞の一種ととらえていたようである（cf.田村新 2009：6）。 
１５ この点について、「清末民国期の品詞認定に関する一考察」（日本中国語学会第 56 回全











法に関するは 11 の著作がある。黎錦熙 1924 の直前に出版された著作は黎明 1922《国語
文法》であるが，全 33 頁で記述が簡潔で，例文が少ないといった欠点があり，本稿では
許慕羲 1921 を黎錦熙 1924 の直前の著作として取り上げることにした。黎錦熙 1924 のう











学会 2011 年度秋季研究集会，東京：大東文化大学信濃町キャンパスにて 2011 年 12 月 10
日開催）では a～c の三冊の存在しかつかめていなかったが、その後の調査で d～f を補う
ことができた。 
２６（新制）《英文法》（第 1-4册），沈彬编。上海：中华书局 1917.3初版 
２７ 原文では“审定”。 








     
呂叔湘『中国文法要略』２(『叢書』第 8 冊)と王力『中国現代語法』(『叢書』第 9 冊)
は 40 年代に出版された。これらの著作はヨーロッパ諸語の縛りの脱却を目指し、中国語




『中国文法要略』と『中国現代語法』の二冊はともに、かつて Otto Jespersen の「詞品説」
５を採用し批判を受けた６。（朱徳熙 1980：3） 
 
 この「詞品説」とはオットー・イェスペルセン（Otto Jespersen、デンマーク 1860-1943。
以下イェスペルセンとする)が、その著作 『文法の原理』（The Philosophy of Grammar 初版























































第四章 品詞（Parts of speech１３）：58-71 
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第五章 実詞と形容詞（Substantives and Adjectives）：72-81 
第六章 品詞(続き)（Parts of Speech(continued)：82-95 
第七章  三つの順位説（The Three Ranks）：96-107 
第八章  ジャンクションとネクサス（Junction and Nexus）：108-116 
第九章 各種のネクサス（Various Kinds of Nexus）：117-132 












第七章 語類（Word – Classes）：66-77 
第八章 三つの順位説（Three Ranks）：78-90 
第九章 ジャンクションとネクサス（Junction and Nexus）：91-96 
 
 第七章は品詞について述べており、『文法の原理』では 4、5、6 章と三章に分けて述べ
ている箇所である。また、第九章は修飾構造と文の構造について述べており、『文法の原

















 1,2 節では品詞を実義詞と補助詞の二つに分けている。3 では実義詞に 11 通りの組み合わ
せがあると述べている。この 11 通りの組み合わせを並列構造、修飾構造、主述構造の三つ
に分け、4 節から 6 節で解説を加えている。7 節は単語には等級があることを述べている。





点である。この三点の章節を示したのが表 5-1 である。 
 
表 5-1 イェスペルセンと呂叔湘の章立て比較 
  『文法の原理』1924 
『英文法エッセンシャ
ルズ』1933 『中国文法要略』1941 
① 品詞分類 Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 2-1 2-2 
② 三つの順位説 Ⅶ Ⅷ 2-7 2-8 
③ 修飾構造と 














 (1) 実詞(固有名称を含む)（Substantives ( including proper name)） 
    生物と植物（Living beings and plants）  God , devil , man など 
       物（Things）             star , stone , mountain など 
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       出来事、行為、状態（Happenings , acts , states） lightning , gale , war など 
       時間の単位、尺度、量の表示（Measures , indications of quantity） 
year , month , hour など 
       性質（Qualities）     beauty , health , kindness など 
 (2)形容詞（Adjectives） 
       性質形容詞（Qualifiers）    beautiful , healthy , kind など 
       数量形容詞（Quantifiers）    numerous , many , few など 
 (3)代名詞（Pronouns） 
       人称代名詞（Personal Pronouns）   I , you , he など 
       所有代名詞（Possessive Pronouns）   My , your , his など 
       指示代名詞（Demonstrative Pronouns）  this , that , the など 
       疑問代名詞（Interrogative Pronouns）  who , what , which など 
       関係代名詞（Relative Pronouns）    who , what , which など 
       不定代名詞（Indefinite Pronouns）   one , an , some 
    代名詞的副詞（Pronominal adverbs）  here, where, somewhere など 
    基数詞（Cardinals）    one, two, three など 
    序数詞（Ordinals）              First, second, third など 
 (4)動詞（Verbs） 
       活動（Activity）     go , take , fight など 
       状態（State）     sleep , remain , wait など 
       過程（Process）     become , grow , lose など 
 (5)不変化詞（Particles） 
       副詞（Adverbs）     well , fast , long など 
       前置詞（Prepositions）    at , in , through など 
       接続詞（Conjunctions）    and , that , if など 




Jill came tumbling after(ジルはころぶように後から走って来た 副詞) 
tumbling after Jack(ジャックの後からころぶように走って 前置詞) 
after we had left(われわれが発った後で 接続詞) 
they have lived happily ever since（彼らはその後ずっと幸福に暮らしてきた 副詞） 
ever since their marriage（彼らの結婚以来ずっと 前置詞） 









實義詞                                  輔助詞   
(1)名詞                                 (4)限制詞（副詞）  
  人物：孔子，父，子，官等               處所限制：內，外，上，下等   
  物件：貓，犬，桃，李等                 時間限制：今，昔，先，後等 
  物質：水，火，米，布等                 動態動相限制：來，去，上，下等 
  無形：念頭，苦頭，戰爭，睡眠等         程度限制：頗，甚，略，僅等 
(2)動詞  （動詞）                         判斷限制：能，得，會，可等 
  活動：來，去，飛，跳等                 否定限制：不，勿，未，莫等 
  心理活動：想，憶，愛，恨等             一般限制：也，亦，又，正等 
  不很活動的活動：生，死，睡，等候等   (5)指稱詞 
  簡直算不上活動：為，是，有，無等      三身指稱（簡稱三身詞）：我，爾，其，之等 
(3)形容詞：紅，白，大，小等              特定指稱（簡稱特指詞）：彼，此，這，那等 
                                        無定指稱：（簡稱疑問詞） 
                                                           誰，何，什麼，怎麼等 
                                        數量指稱（簡稱數量詞）：一，二，百，千等 
                                        單位指稱（簡稱單位詞）：斤，挑，塊，枝等 
                                       (6)關係詞：之，的，所，者等 
                                       (7)語氣詞 
                                        語中：豈，寧，難道，其等 
                                        語尾：乎，哉，也，耳等 













(1)名＋名  牛馬………甲    (7)名＋形 牛黃………丙 
(2)名＋名  水牛………乙    (8)動＋名  奔牛………乙 
(3)名＋名  牛偶蹄類…丙        (9)動＋名  騎牛………丙 
(4)形＋形  黃白………甲        (10)名＋動 牛奔………丙 
(5)動＋動  奔逸………甲        (11)形＋動 狂奔………乙 









 イェスペルセンと呂叔湘の両者の品詞分類には次のような対応がある。表 5-2 がそれであ
る。 
表 5-2 イェスペルセンと呂叔湘の品詞分類比較 
イェスペルセン 呂叔湘 
実詞 名詞 






































  いま a furiously barking dog(=a dog barking furiously,ひどく吠える犬)―ここでは dog が





にする。（中略）注意すべきは、the dog は the dog barks におけるように主語である時だ









































































 それでは、品詞と等級の間にはどのような対応関係があるのだろうか。表 5-3 はイェスペ
ルセンの説と呂叔湘の説をまとめたものである。 
 
    表 5-3  イェスペルセンと呂叔湘による品詞の等級認定 


































































































































序論（導言）  pp.1-9 
第一章 統語論(上) （造句法（上）） 
第一節   文字と単語（字和詞）：10-18 
第二節   品詞（詞類）：18-32 
第三節   単語の等級（詞品）：32-44 











































理解成分３８   實詞   (1)名詞 馬，桌子，人など 
                  (2)數詞 一，半，雙など 
                  (3)形容詞 白，好など 
                  (4)動詞（包括助動詞） 飛，讀，被など 
語法成分  半實詞  (5)副詞 很，最，更など 
          半虛詞  (6)代詞 我，這，這麼など 
                  (7)繫詞 是，像など 
           虛詞   (8)聯結詞 與，和，且など 
                  (9)語氣詞 嗎，呢，罷など 






























第四群は格も時制も変化を持たないもの(虚詞)である。）《中國語法理論》p.20 (注 11) 
  （(注 11)Jespersen『文法の原理』58 ページ。）《中國語法理論》p.129 
 





























  我々は容易に Jespersen が出くわした困難を理解できるが、我々が中国語を研究する場
合に、このような困難はありえない。（《中國語法理論》p.22） 
(注 16)Jespersen『英文法エッセンシャルズ』66 ページ 
 
王力は『英文法エッセンシャルズ』の 66 ページ 9 行目にある It is practically impossible to 










































extremely hot weather を使用しており、『文法の原理』の例をそのまま引用していることがわ
かる。王力は一次語を「首品」とし、二次語を「次品」とし、三次語を「末品」と称した。 
さらに、王力の論を読み進むと、『中國語法理論』34 ページから 35 ページにかけて例と
して this furiously barking dog と this dog barks furiously とを比べ、dog を「首品」とし、this
を「次品」とし、furiously を「末品」としている。また、barking も barks も「次品」として
いる。これは『英文法エッセンシャルズ』に載せられている this furiously barking dog と this 




























詞品説は必要なのだと論じている。例えば、英語では、love(名詞)と to  love(動詞)のように
同じ love を使うが、フランス語では Amour(名詞)と aimer(動詞)で形が異なるとしている。






















表 5-4 イェスペルセンと王力による品詞の等級認定 




































































































                                                        
１ 前述 1.2.1.4.参照のこと。 




『文法の原理』（The Philosophy of Grammar の日本語訳）、中島文雄 1962『英文法エッセン




７ 訳語は半田一郎 1958 による。 
８ 筆者は「呂叔湘と Jespersen―『中国文法要略』と The Philosophy of Grammar の比較―」（日
本中国語学会第 55 回全国大会，2005 年 10 月 30 日，筑波大学）と題した口頭発表で同様
の方法により考察を試みたことがある。 
９ 呂叔湘の事跡は郦达夫·吕霞 1998 による。 
１０ イェスペルセンの三つの順位説の訳語である。 
１１ “但是我当时却不加批判地接受了．” 
１２ 「これらの本(本稿執筆者注:蘇州中学蔵書)の中から、私は Jespersen の『語法哲学』を
見つけ、後に Essentials of English Grammar を見た。現在は『語法精義』とかという名前
で翻訳されているが、その書名は、はっきりしない。これらの本は解放後に翻訳され
たのだが、私はその当時にその中学(蘇州中学)でこれらの本の原版を見たのだった。」




和随笔》辽宁教育出版社 2002 所収 pp.160-161 による) 
１３ 括弧内の英語または中国語は原文。 











２０ （ ）の番号は第三節で振られていた 1 から 11 までの番号である。 
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２１ 『英文法エッセンシャルズ』 pp.80-81 










３０ To separate the known from the unknown.（既知のことと未知のことを区別する。）（英文法
エッセンシャルズ p.80） 
３１ 『英文法エッセンシャルズ』pp.80-81、人間を表す場合について The Almighty(全能なる
神)や the accused(被告人)等の例を挙げている。 
３２ 『中國語法要略』p.44。 
３３ 『文法の原理』 p.99,『英文法エッセンシャルズ』p.88。 
３４ 陈建初·吴泽顺主编 1997，《中国语言学人名大辞典》，119-121，长沙：岳麓书社による。 
３５ 5.2.3.1.「『文法の原理』の章立て」及び、5.2.3.2.「『英文法エッセンシャルズ』の章立て」
を参照のこと。 





４０ Varro, Marcus Terentius(116-27B.C.)古代ローマの学者。著作は 74種あると推測されるが、
現存するものは『ラテン語について』(De lingua latina)の 5－10 巻などごくわずかである。


























































































①品詞分類は陳浚介 1920 が 8 つに分類をしているが、その他の著作では 9 つに分類して
いる。陳浚介以外には違いが見られない。 
②量詞については記述のない著作が 1 つあったが、それ以外の著作において、量詞は形




























の中で図解法の典拠について次の 3 点を述べている。 
 
（1）「本節は A.Reed 諸氏の説を採用した」 (黎錦煕 1924：引論 5)。 
（2）「二重賓語、英語では The Double Objects(中略)さらにこの「二重賓語」という名称は
確かに妥当性を欠く（Reed and Rellogg's３ Higher Lessns in English P.79 参照。）。
我々の図解法はこの意見に従う４。 (黎錦煕 1924:35) 
（3）「図解法の目的は学ぶものに対し次のことをさせるためである。(中略)（Higher Lessons 
in En.P.8.参照のこと）」(黎錦煕 1924:49) 
 
 つまり、黎錦熙は自身の「図解法」の出典について、リード、ケロッグの共著による「英










だし、楊樹達 1920 も爾槑 1921 も用例が数例と極端に少なく、彼らは典拠を明らかにして



























の作成方法について考えたい。次の表 6-1 は、この 9 点についてその用法をまとめたもので
ある。 
 




 『英語高級教程』1877 『新著国語文法』1924 
1.主語と述語 垂線により分ける 垂線により分ける 
2.前置詞 斜線と水平線 斜線と水平線 
3.接続詞 破線 破線 
4.感嘆詞 独立した水平線 独立した水平線 
5.修飾語 斜線により表す 連用・連体を斜線の向きにより区別する 
6.（ ）の使用法 挿入句を表す 助詞を表す 
7.助動詞 なし 「：」により表す 
8.目的語の前置 なし あり 
9.欧化語法 なし あり 
 




















































































































































































































































                                                        
１ 前述 4.3.2.4.を参照のこと。また、図 14 を参照のこと。 




３ 執筆者注 Rellogg’s は原文のまま。ミスプリだと思われる。 

















 本稿では民国期に中国で出版された白話の文法研究のうち、蔡暁舟 1920 に始まる初期白
話文法群、そして、1920 年代を代表する黎錦熙（1924『新著国語文法』）、1930 年代 40 年
代を代表する呂叔湘（1941-44『中国文法要略』。以下 1941 と総称する）、王力（1943-44『中





（1）黎錦熙 1924 以前の蔡暁舟 1920 など初期白話文法群において、他の著作に対して影
響を与えるような大著は存在せず、個々の研究者により独立して研究が行われてい
たと推定される。 
（2）黎錦熙 1924 の「図解法」はリード・ケロッグ 1877『英語高級教程』にあるダイア
グラムを受容し、多くの点で「修正」を加え使用した。 
（3）黎錦熙 1924 の品詞分類はネスフィールド 1895 の著作を「受容」したとは言えない。
中国で使われていたものを踏襲した。 
（4）呂叔湘 1941、王力 1943 は両者ともイェスペルセン 1924 の「三つの順位」説を「受
容」し、呂叔湘 1941 は「詞級説」を、王力 1943 は「詞品説」を提出した。 



























は教育や国語統一の用のために書かれたようであり、呂叔湘 1941、王力 1943 は、中国語そ
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表 2-1 1920 年までの「文法」を使用した論考目録 
表 2-2 范祥善 字性一覧 
表 2-3 范祥善 文言・白話対照表 
表 2-4 『教育雑誌』の文法に関する論考数の推移 
 
第三章 
表 3-1 許地山“一匹大而黑的馬跑着”の図表 
表 3-2 初期白話文法群の助動詞 
表 3-3 品詞分類、量詞、助動詞のグループ分けまとめ 
 
第四章 
表 4-1 黎錦熙の品詞分類の相関図 
図 1 Lessons1877“The cold November rain is falling.”のダイアグラム 
図 2  Lessons1877 “Ah! anxious wives, sisters, and mothers wait for the news.”のダイアグ  
ラム 
図 3  Lessons1877 “Your writing that letter so neatly secured the position.”のダイアグラム 
図 4 許地山“飛鳥”の図表 
図 5  許地山“花很紅”の図表 
図 6  許地山“哎，你去吧”の図表 
図 7  許地山“他走啦”の図表 
図 8 黎錦熙の図解 
図 9 黎錦熙“不得不說”の図解 
図 10 Lessons1877 “A Christian spirit should be shown to Jew or Greek , male or female ,  
friend or foe .” 
図 11 黎錦熙“我把這本書讀完了”の図解 
図 12 黎錦熙“我連這本書也讀完了”の図解 
図 13  黎錦熙“關於社會的科學，是歷史學，政治學，經濟學‧‧‧‧”の図解 
図 14  図解作成の方法のまとめ 
図 15 図解の例 
図 16 黎錦熙“茶棚裏坐著許多的工人”の図解 
図 17 黎錦熙“明天工人休息”の図解 
図 18  許地山“一匹大而黑的馬跑着”の図表 
図 19  黎錦熙“我送張先生一本書”の図解 
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図 20  黎錦熙“這本書，我就把送給你罷”の図解 
図 21  黎錦熙“跑得”の図解 
図 22   黎錦熙“甚麼時候回家，我就甚麼時候來拜會他”の図解 
図 23   黎錦熙“或者我上他那兒去，或者他到我這兒來”の図解 
図 24  黎錦熙“臣不敢望到酒泉郡，但原生入玉門關”の図解 
図 25  黎錦熙“拏一把鉛壺，撮了一把苦丁茶葉，倒滿了水，在火上燎的滾熱，斟與衆位   
吃”の図解 
図 26   黎錦熙“外邊走進一個人來：兩隻紅眼邊，一副鐵過臉，幾根黃鬍子；歪戴着瓦楞
帽；身上青布衣服就如油簍一般；手裏拏着一根趕驢的鞭子。”の図解 
表 4-2  EGS 全四冊の内容の構成 
表 4-3 『新著国語文法』と EGSBookⅣの内容比較 
 
第五章 
表 5-1  イェスペルセンと呂叔湘の章立て比較 
表 5-2  イェスペルセンと呂叔湘の品詞分類比較 
表 5-3  イェスペルセンと呂叔湘による品詞の等級認定 
表 5-4  イェスペルセンと王力による品詞の等級認定 
  
第六章 


























































































































第五章 田村新 2006,「王力と Jespersen―西洋言語学理論の受容の一事例―」,首都大学東京 
都市教養学部人文・社会系『人文学報』374：39-56 頁。 
第六章 書き下ろし 
第七章 書き下ろし 
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